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1.1. ＦＴＡによる地域経済圏の現状と将来ＦＴＡによる地域経済圏の現状と将来

ＦＴＡＡ（’05）
人口：8.1億人
ＧＤＰ：12.5兆㌦

拡大ＥＵ（’04　25ヶ国）
人口：4.5億人
ＧＤＰ：8.2兆㌦

中国－ＡＳＥＡＮ（’04-10）
人口：18億人
ＧＤＰ：1.6兆㌦

現在

将来

ＧＤＰ，人口は２０００年の合計
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２２.. 日系企業の海外製造拠点展開とＦＴＡ日系企業の海外製造拠点展開とＦＴＡ

・ＥＵ、ＮＡＦＴＡが発効

・ＡＦＴＡが加速
　

・中国経済と地場産業の台頭

①地域経済圏内への
　　拠点シフト・拡充

②中国合弁進出戦略

90年代

・欧米諸国との貿易摩擦

・ﾌﾟﾗｻﾞ合意後の円高傾向

消費（欧米）市場生産
戦略

80年代

・急速な円高傾向

・低量産コスト追求
ｱｼﾞｱ市場深化戦略70年代

・ｱｼﾞｱ各国の高関税障壁

・進出国からの要請

ｱｼﾞｱ市場ｲﾝｻｲﾀﾞｰ化
戦略

1960
年代

背景戦略年代



３３. . ＦＴＡを持たないことによるデメリットＦＴＡを持たないことによるデメリット

ＮＡＦＴＡ
（‘94.1～）

ＥＵ－メキシコ
ＦＴＡ(2000.7～）

ＴＶ２３％、ビデオ１３％
ミニコン２３％
電子レンジ・洗濯機・掃除機３０％
冷蔵庫・ウインドウエアコン２３％など

ＦＴＡがないため高関税
（工業製品平均１６％）
競争上不利な立場に

メキシコ
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米国
カナダ

日本



４４. . 日本のＦＴＡ政策日本のＦＴＡ政策
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日本

ＡＳＥＡＮ

シンガポール

韓国



５５. . 分業のネットワーク分業のネットワーク
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６６. . ＦＴＡの効果ＦＴＡの効果

韓国

日本

ＡＳＥＡＮ メキシコ関税障壁削減
貿易手続き簡素化
ヒトの移動自由化

先端技術開発、新規事業創出



７７. . 日本の高コストの是正日本の高コストの是正

各種インフラ料金国際比較（日本を１００とした指数）

出所：　経済産業省
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８８. . 多様なＦＴＡの必要性多様なＦＴＡの必要性
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９９. . ＷＴＯＷＴＯ、、ＦＴＡＦＴＡ、、ＡＰＥＣによる相互補完ＡＰＥＣによる相互補完

PP

高い
↑自由化レベル

　強い
法的拘束力

加盟国数
範囲

非差別的
　　域外への
　　開放度

ＷＴＯ
ＡＰＥＣ

ＦＴＡ

広い 多い

ハイレベルな自由化

２１カ国・地域
自主的自由化
経済・技術協力

１４６カ国
強制力
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